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空調システムシミュレータ"TACSS”の

計画への適用
Applicationofthel､TACSS'′toHVACSYStemS

TACSSは,各種ビルの空気調和設備について,その方式,容量,消費エネルギ

ー量,制御効果などを総合的かつ定量的に把握できるシミュレーションプログラム

である｡

本プログラムはTACSS-S,TACSS-D及びTACSS-Cの3種類の70ログラムか

ら成る｡

TACSSの適用事例として,事務所ビルでの空気調和設備計画,空気調和設備設

計についての事例と,店舗ビルでの空気調和設備の省エネルギー解析事例について

述べる｡事務所ビルについては,空気調和方式の比較検討及び冷房･暖房ピーク熱

負荷計算による容量決定への過程を述べる｡店舗ビルについては,空気調和設計条

件の見直し,各種f糾御施策の実施評価を行ない,省エネルギー形新店舗への見通し

について述べる｡

□ 緒 言

空気調和設備は,一般にビル設ノ備のエネルギー消費量の約

40%を占めており,近年のエネルギー単価の高騰に伴い,省

エネルギー化のニーズが,とみに強まっている｡

このニーズに対応して,空気調和を空気調和方式,設備運

用までを含めたシステムの見地に立って,省エネルギー効果

を定量的に把握し,空気調和方式と運用の評価を行なうため

のツールとして,コンピュータ利用によるTACSS(TotalAir-

Conditioning System Simulator:空調システムシミュレータ)

を開発し,空気調和設備計画への適用を拡大しつつある｡

TACSSの適用事例として,事務所ビルでの空気調和設計

例と店舗ビルでの省エネルギー解析例について紹介する｡

8 TACSSの概要

TACSSは空気調和設備の方式,容量,消費エネルギーな

どについて,総合的かつ定量的に検討･評価できるシミュレ

ータであり,図1のような目的に利用できる｡またその種類

表I TACSSの種糞頁と用途 TACSSは一綬ビル(主に事務所ビル,店

舗ビル)の空気調和設備計画時に有用なシミュレーションプログラムである｡

TACSSの種顆 用 途

l
TACSS･S(Static)

空気調和設備概略設計用プログラム

川ビータ熟負荷計算

(2)空気調和設備桝仕様出力(設備仕様,価格)

(3)空気調和方式の経済比較(設備費.運転費評価)

2
TACSS-D(Dy[amic)

空気調和設備動的状態評価用プログラム

川居室及び空気調和設備横幕の取持性把握

(2)詳細エネルギー消費量計卦二基づく空気調和方式比較

3
TACSS･C(Co〔trOl)

空気調和設備制御評価用プログラム
各種省エネルギー制御施策の定量的評価

注:略語説明 TACSS(TotalAi卜Conditioning System Sim山ator)
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は表1に示すとおり3穐類に分類され,各種用途に利用され

ているl)･2)｡TACSSは一般に空気調和設備の検討で次のよう

にS,D,Cを使い分けることができる｡

TACSS-Sは,空気調和設備計画時に与えられた設計条件

を入力として熱負荷計算を行ない,その結果に基づいて設備

仕様を決定し,その設備での消費エネルギー量を計算する｡

TACSS-Dは,TACSS-Sで決定した設備機器の実際の動

き方をi充量,風量,負荷率などの時間変化及び居室の温度,

湿度の時間変化などについてダイナミックにシミュレートす

るものである｡

TACSS-Cは,その設備に各種制御施策を施した場合の省

エネルギー効果を,消費エネルギー量の面から評価すること

ができる｡なお,TACSS-Cは通常TACSS-Dと組み合わせ

て使用する｡

機能の基本となる熱負荷計算法については,周期定常法3)を

TACSS-Sに,非定常計算法3)(レスポンスファクタ法)をTA･

CSS-D,TACSS-Cに採用し,鍔来の手法,定常計算法3)に

比べ,より精度の高い動的な熟負荷シミュレーションを可能

としている｡このようにTACSSは,今後の空気調和設傭設

空気調和設備計画での

各種設計データ取得

空気調和システムにつ

いて各種の分析･評価

TACSS

利用日的
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図I TACSSの利用目的 TACSSは空気調和設備設計又は空気調和設

備の動的状態などの分析･評価に利用できる｡
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計には欠かせないエンジニアリングツールとして重要な役目

を担っている｡

田 TACSSの適用事例

3.1事務所ビル空気調和設備設計の事例

下記ビル空気調和設備の設計で,TACSS Sを使用したピ

ーク熱負荷計算,その結果に基づく空気調和方式の経i斉比較,

蓄熱槽シミュレーションによる熱手原容量決定などについて述

/ヾる｡

3.t.1建築概要

(1)建物名称･･････常盤ビル(日立ソフトウェアエンジニアリ

グ株式会社本社第2ビル)

(2)所在地･…‥神奈川県横浜市戸王家区品濃町545-25

(3)用途=‥‥事務室,電子計算機センター,食堂

(4)建物規模‥‥‥地下2階,地上6階,塔屋1階

(5)

(6)

(7)

3.

敷地面積‥…･2,917.33m2

建築面積‥‥‥1,596.02m2

延床面積‥…･11,652.19m2

1.2 設備基本計画

ン

このビルの特徴は,1社が全フロアを借りるテナントビル

であり,事務所として用いられる｡したがって,オーナー工

事としての空気調和計画に際しては,一般事務所ビルとして

計画した｡

テナントによる特殊な使い方,例えばOA(オフィスオートメ

ーション)機器の集中使用,計算機室として使用などの対応に

ついてはテナント工事とし,これら工事が容易に行なえるよ

うに,スペース,シャフトへの配慮を行なってある｡

計画に際しては,空気調和の質の向上,省エネルギーへの

考慮及び保守を容易にするため監視の集中化を図った｡

(1)熱源計画

熱源方式としては集中方式と分散方式があるが,保守の面

から集中化することとした｡ただし,テナント工事として専

用パッケージ形空気調和機による分散配置ができるように冷

却塔の設置場所を確保した｡

エネルギー源として電気とガスのどちらを用いるべきかを

検討するため,空気熱源ヒートポンプとガスだき吸収式冷温

水ユニットの場ノ針こついて,TACSSを利用し,後述のよう

にコストの経済的評価を行なった｡この結果と操作性,保守

性などの諸条件を考慮し,最終的に空気熱i原ヒートボン70方

式を採用した｡

また,監視室,警備室など負荷の一部に24時間空気調和を

必要とする部屋があることと,冷?束機の運転効率を高めるた

めに蓄熱槽を設け,省エネルギー化を図ることを考慮した｡

(2)空気調和計画

一般事務所スペースには南側と北側に各々ペリメータゾー

ンを設け,VAV(可変風量空気調和方式)の採用により,外気

による熟負荷の変動を調和空気の送風量を変えて吸収し,i且

度分布を良好にした｡また,空気調和機はペリメータ処理用,

インテリア処理用各々1台を各階に設け,各階ごとにi見度制

御を可能にしてある｡空気調和機には除塵用フィルタを設け,

ビル管理法の許容基準を満足させるとともに,外気取入れに

は全熱交換機を用いて省エネルギーを図った｡

監視室,警備室,食堂及び管理事務室にはフアンコイルユ

ニット又は空気調和機を各々の部屋用に設け,空気調和条件

の違い,使用時間帯の違いに応じられるように単独系統とした｡

保守を容易にするため,各空気調和機器の発停及び運転,

故障表示を監視室で集中監視制御ができるようにした｡

3.1 3 空気調和方式の検討及び空気調和設備設計

(1)TACSS-S入力条件

TACSS-Sシミュレーションを実行するための入力条件と

して,設計外気条件,室内設定温湿度,建物構造条件,居室

の人員･照明器具などの熟負荷条件,空気調和系統条件,空

気調和設備の運転条件などが必要である｡まず,建築図面か

らの計測データ及び顧客計画での諸条件により入力データを

設定した｡なお,未定の入力条件については,事務所ビル用

標主筆データを設定した｡

(2)空気調和方式比較

TACSS-Sを実行すると,図2に示すような熱負荷シミュ

レーションを行ない,空気調和設備仕様を決定し,設備費と

運転費が得られる｡空気調和方式の比較検討のために,熱源

の種類を変えた場合の設傭費と運転費を求め経音斉比較を行な

った｡熱i原方式としては,基本計画のとおり集中方式とし,
熱手原の種類は取扱いが容易でかつ専用スペースを小さくでき

る冷暖房共用形のヒートポンプ方式とした｡またエネルギー

さ原は,電気又はガスを利用することにし,空冷ヒートポンプ

チラーユニット(蓄熱槽あり)と,ガスだき冷才且水ユニットの

ことおりについて比較した｡TACSS-Sランの結果,表2に

入力データ

気象データ

建屋データ

空気調和

系統データ

居室データ

コストデータ

空気調和
機器データ

空気調和

スケジュール

デ
ー タ

気象
データ

ファイル

計算指示

パラメータ

(琵琶票差硝示)

横器

ファイル

NO

標 準 値 セ ッ ト

エ ラ
ー

チ ェ ッ ク

実行可台巨

YES

入力リスト
実 行
データ

熱負荷シミュレーション

(周期定常法)

空気調和機仕様の決定

冷温熱源仕様の決定

ダクト 設備の決定

配 管 設備 の 決 定

換気設 備 の 決 定

計 装 設 備 の 決 定

空気調和設備費の算出

運 転 費 の 算 出

経 常 費 の 算 出

出力(各種図表出力)

エラーリスト

図2 TACSS-Sの処理概要 TACSS-Sの出力は,入力データ,出力デ

ータとも編集のうえ,漢字プリンタで図表出力Lている｡
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表2 熱源方式比較(指数比重交) 設備費は,空気調和言針商機器費と工

事費の合計であり,運転費は年間の消費エネルギー費(電気,ガス,水)である｡

No_ 方 式 設備費 運 転 費

l
空冷ヒートポンプチラーユニット

100

100

(蓄熱槽あり) (12′72t′000円/年)

2 ガスだき冷温水ユニット 143
128

(16′316.000円/年)

(昭和58年)

注:･-ケース1(空冷ヒートポンプチラー)12,721.000円/年(電気)

--ケース2(カスだき冷温水ユニット)16,3略000円/年(ガス,電気水)
抑
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電気:東京電力株式会社積算方式(昭和58年)
ガス:東京ガス株式会社積算方式(昭和58年)

(カロリー11,000kcaげNm3)

1 2 3 4 5 6 7

月

9 10 11 12

国3 TACSS-Sによる消費エネルギー費比重交 消費エネルギー費

は.熱源.空気明和横,輔横顆及び換気設備の消1エネルギーlを費用換算L

たものである｡

示すとおり空冷ヒートポンプチラーの場合が設備費,運転費

とも優れるという結果を得た｡運転費については,図3に示

すとおり,二とおりの各々毎月の空気調和設備消費エネルギー

費をシミュレーションし,年間合計により比較した｡空冷ヒー

トポンプチラー方式のほうが,蓄熱槽利用に.よる熟i原谷量の

低減と夜間電力利用による蓄熱運転が大きく影響し,蓄熱槽

工事費を考慮しても経済的に有利であることが確認できた｡

なお,蓄熱槽は地下二重スラブを利用するもので,工事費と

しては断熱防水工事費がほとんどである｡

以上のシミュレーション結果に,機器の取扱い及び保守の

容易性を考慮すると電気式のほうが有利であー),最終的に空

冷ヒートポンプチラーユニットによる電気式の熟き原方式を採

用した｡

3.1.4 TSCSS-Sピーク熟負荷シミュレーションによる設備

容量決定

熟i原方式検討時のランでのピーク熱負荷計算結果から,空

気調和設傭機器の仕様を決定する｡冷房ピーク日の熟負荷パ

ターン結果を図4に示す｡

熱源容量を決めるに当たって,まず冷房ピーク値と暖房ピ

ーク値を比較すると,冷房ピーク値のほうが絶対値が大きい

ので,冷房ピーク計算をもとに熱i原容量を決定する｡次に,

図4で全熱交換機使用による取入れ外気負荷の低i成分を検討
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図4 TACSS-Sによる冷房ピーク日の熟負荷変化 冷房ピークは

13時台となり,うち.室内負荷60%.取入れ外気負荷40%である｡

する｡今回の使用条件として,取入れ外気量と室内排気量の

比が1.6となり,その状態における熱交換率は56%である｡よ

つて,取入れ外気負荷が56%低i成される｡この低減を考慮し

た負荷パターンは同図に示すとおりである｡

蓄熱槽についてはシミュレーション結果から,最適水容積

483m3,ピークカット率43.1%,運転時間16.1時間/日という

結果が得られたが,本ビルの構造上,水容積が300m3しか得

られないため,図5に示すとおり計算を実行した結果,熱源

容量は439.6Mcal/h必要となることが判明した｡この結果と

熱源の経年変化を考慮し,空冷ヒートポンプチラーユニット

は,100HP(240Mcal/h),120HP(266Mcal/h)各1台と決定

した｡

各帽▲の調和機についてもシミュレーション結果から容量を

決定した｡以上から決定した空気調和系統図を図6に示す｡

冷熱源機器選定

Q(I=旦吐二旦吐×1,000ソ1

ここに qr∴冷熱源容量(kcaげh)

Q′j(､:1日の冷房熱負荷(Mcal/d)

(ん〃:蓄熱槽保有熱量(Mcal/d)

q川〟=P･』い7クU

L':蓄熱槽水量(m3)

加:基準利用温度差(Oc)

り且ノニ蓄熱槽効率

T:空調時間

Q(-1=坦11+坦旦吐×1.0009

≒439β00kcaけh

図5 熱源容量決定の計算 書熟槽は,槽の利用効率を上げるため完全

混合形とし,連通方式は配管成層形とLた｡
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図6 空気調和設備系統図 熱源系統,空気調和機系統に各々冷温水ポ

ンプを設け,個別に流量制御を行なう｡

建物

7%
蓄熱･ほか

10%

人 体
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照 明
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(a)冷房ピーク負荷

蓄熱･

予熱ほか
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建 物
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取入れ

外 気
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取入れ

外 気
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(b)暖房ピーク負荷

図7 現設計条件による冷暖房ピーク熟負荷内訳

3.2 店舗ビル省エネルギー解析の事例

TACSSを利用した省エネルギー解析の何列とLて,Aス

ーパーマーーケ､ソトで実施した場でナについて述べる｡,

店舗の省エネルギーについては,建設省での省エネルギ【

設計基準〔PAL(Perimeter AnnualLord),CEC(Co-efficient

of Energy Consumption for
airconditioning)〕の制定ノ女び税

別の動きがあり,またスーパーマ【ケツト業界では,中子舗の

設備建設コスト,運転コストの低減が市繁な課題となって

いる｡

3.2.1前提条件及び実施手順

本事例はAスーパーマーケットの既設店舗(延†心巾柿1ノノ

3,000m2,タ【ポ冷凍機使用の各隅空調方式)をモデルとL,

エネルギー消代講を現状より30%帆減,及び設イ肘控,没コス

ト†氏減を目標とLて各梢方策の解析･.沖価を実施Lたもので

あるこ)

モデル店舗について,主にイニシャルコストに;;‡子守･ミ:呈する建

物条件,環境条作,内部発生熱条件の解析･‾.‾肘掛二ついては

TACSS-Sを使用し,主にランニングコストに第三苧:ヱする′′こウ～も

調和方式,運転･制御方式の解析評佃についてはTACSS-D,

TACSS-Cを使用した｡

実施手順は,モデル店舗の現状調布(規設計仕様と･呪北進転

条件の把握)に共づき店舗のモデル化を実施し,二人にそのモデ

ルに各稚省エネ′レキー施策を施した場イナの評佃について,ま

ず各施策ごとの感度解析を実施し,最後に省エネルキー効果

の大きい施策を組み合わせた場でナを総でナrlてJに解析･上汁価した.｡

3.2,2 現状のモデル化

モデルでの現空気調和設計条件によるTACSS--Sピーク熱

負荷計算結果は図7にホすとおりである〈-,iて㌻テガ員榊内訳での

取入れ外1{,町凡 人体による負荷で全体の83%を【liめる｡

熱源容量を帆減きせるためには,二の3項Hを中心に設計条

件を見l白二すことが必要である｡j造物かJJグ)f与荷は全体の7%

と小さく,店舗では,内部発車熱と人体にリンクした取入れ

外気による負荷が人きいことが分かる.)

空気調和のランニングコストについては,二のモデルでク)

冷房時の電力消費と暖房時のA重油消費を評価した｡TACS-

S-Dのシミュレーション結果､図8に示すとおり,ターボ冷
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冷房ピークは】5 図8 現運車云条件による空気調和用エネルギー消費コスト 冷房

時台,暖房ピークは10時台となる｡暖房ピーク熟負荷値は冷房ピークの55%で 期間は4月～■絹,暖房期間は■月～2月である｡3月,12月は空気調和機に

ある｡ よる換気運転だけである｡



表3 総合省エネルギー施策の検討実施項目 各種省エネルギー施

策の中から,店舗で効果があると考えられる施策を選択した｡

No. 横 討 項 目 内 容

･し杏

建
物

イ士
壁体及び窓のイ士様変更 外壁の構造変更,窓ひさ+の設置

様 など

⑧ 店

内

熱

負

荷

照明負荷の仕様変更
必要照度の見直し,省エネルギー

ラン7bの採用など

･′′¢
人体負荷,取入れ 現状の人体密度･スケジュールに

外気のイ士様変更 応じた取入れ外気量を設定する｡

･ニ食
ショ【ケース負荷の仕 ショーケースの漏れ冷気を回収す

様変更 る｡

息 設定温湿度の見直L
店内夏季280c,50%(27℃,60%).

冬季18℃,40%で設定する｡

〔E･
允

熱)原の台数制御
熱源を2-､3台に分割L,台数制

宗
調

雲･
式

御を実施する｡

･二萱J･ 外気冷房制御 中間季に外気冷房を実施する

･月二: ノ令水送水温度設定制御
空気調和機の負荷率よりノ令水出口

制
御
方

式

温度を制御する｡

､‾l〕

空気調和機可変風量制 空気調和機ファンの回転数制御を

御 実施する(間欠運転制御)ら

横磯関連グ)1荘力消ぜ号と二′と気調和機の電力消i宮守がランニングコス

トの大部分を11iめることか分かるr_:柄舗の特徴とLて,iて}房運

転が多く,冷ノ如与のエネルギー消費が大部分であり,暖城塞

転による消費は少ない｡すなわち,冷房設備に対する省エネ

ルギー施策実施の効果が大きいことが分かる｡
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図9 冷暖房ピーク熱負荷の低減効果 照明密度の見直Lにより,冷

房時は負荷低減効果があるが,暖房時は照明の畷熱源とLての効果を弱め負荷

は増大する〔
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3.2.3 省エネルギー制御施策

本モデルに適用した省エネルギー施策は,店舗の特徴に着

日し,店内発生熱に関する条件,冷房設備に対する制御施策

を中心に設定した｡表3にその一覧を示す｡本店舗の設計条

件は,人体密度,解明密度の設定値が大きく,その見直しが

必要である｡本モデルでは現状調査を実施し,省エネルギー

施策に応じた設計条件を設定した｡

3･2･4 省エネルギー可能量のシミュレーション結果

(1)ピーク熱負荷の低減

図9は空気調和設計条件(④～⑥)を実施した場′ナのピーク

熱負荷の低減効果結果をホす｡各条件の感度解析の結果,人

体密度,取入れ外気韻及び叩i明密度の設定値見直しによる効

果か大きい｡l掟体かJ〕の負荷は,外喋の断熱を強化しても効

果か少ない｡特に店舗の場†ナ,内部発生熱か大きいため,外

人韓の断熱を強化すると佼間空気調和停止時,内部熱の放出か･

促進されず蓄熱負荷とLて残り,空気調和立上げ時の負荷を

増大させてしまう｡

以上の施策を組み合わせた結果,冷房ピーク43%低減,暖

房ピーク35%低減となった｡外慣については前述の王里由によ

り組合せ時採用していない｡組合せの総合効果は⑧～⑥の各

施策間和行の関連がないので､効果を単純加算したものと

なる｡

(2)椚照エネルギー量(空気調和用電力消費)の低減

現設計条件のモデルでの消費エネルギー量に対して,(斡～

①の制御施策を施した場合の低減効果を図川にホす｡間欠

運転制御は,空気調和機にだけ着目すると26%の低減効果

が得られたが､この制御は空気調和機が停止したとき外気冷

砧効果が満ちるグ)で,冷凍機動力は12%増加してしまい,差

Lリlきトータルで3%の増加となった.｡本制御を実施する場

†ナは外気冷娼制御との相互の関連惟をそ落した制御が必要で

ある｡これらの制御を組み†ナわせて実施した結果,47%の稔

介省エネルギⅥ効果が得られた｡なお,本効果は施策⑧～⑥

の実施を含めての効果である｡以上の比較を熱源について月

ごとに電力消費量を計算したのが図11である｡エネルギー消

費コストは年間で,現設計に比較L,省エネルギーモデルは

42%i域となった｡

(3)空気調和機間欠制御と外気冷垢制御との運転コントロール

前述のように,空気調和機間欠運転制御と外気冷垢制御は
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図10 空気調和用電力消費量の低減効果 台数制御は,冷凍機は2台

とし実施Lた｡温度制御は過負荷となるまで,冷水送水温度を7℃から上げて

い〈制御である｡
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図Il熱三原の電力消費量月別推移 省エネルギーモデルは,前回】0の

制御施策を組み合わせて実施した場合である｡

相反する制御となる｡すなわち外気冷房が実施できるとき,

このまま風量制御を実施すると風量が抑えられ外気冷房の効

果がi成少し,冷i束機の負荷がi成らないことになる｡そのため

外気冷房実施時は,外気冷房を優先的に行なう判断機能が必

要となる｡この判断を行なうための判定式を図12に示す｡(1)

式はある負荷の冷房を行なう場合,外気冷涼が得か,冷凍機

を動かすほうが得かという考えに其づいている｡(1)式を外気

冷房実施の判定式とする｡すなわち,∂g<言の場合は冷凍機
運転及び空気調和機間欠運転を実施し,外気冷房は行なえな

い｡∂i>昔でかつ最大外気熱量Q加ax=GAmax･∂iでQAmaxくQ月
(宇内負荷)の場合,冷i束機運転及び外気冷ら書道転か併川でき

る0掛二,∂-･>昔かつQAmax>Q月の場合･う己仝外気;令房かで
き冷凍機は停_l卜し,空;ミ調和機運転だけでi子㌻子方が実施できる｡

区110での制御施策組合せ時は,TACSS-Cにこのロジック

を付加し総合評価を実施した｡

3.2.4 省エネルギー施策の…総合評価

モデル店舗での現状の設備設計基準及び運転条件を見直し,

Q｡(kcal/h)=(J｡(kg/h)×(よ月-上り)(kcal/kg)
(外気熱量)(装置風量)(室内外エンタルピ差)

Lオールフレッシュ

外気冷房:Ⅳ月

の場合 (フアン消費電力)

冷凍機に:帆′j∫

よる冷房(冷凍機消費電力)

の場合

qJ
α×(ご月=α･一丁-

エ月‾り)

β×QA

外気冷房実施の判定一Ⅳ月<Ⅳ〃

→丁一望-<β
乙月‾′r)

→♂′>言…‥‥(1)式

(∂f=～尺一上-rJ)

ただし,α:フアン効率の逆数,β:冷凍機効率の逆数

図12 外気冷房実施の判定武 本式により,冷凍機運転制御及び外気ダ

ンパの開度制御を実施する｡
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非定常熱負荷計算
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トータルコスト比較

省エネルギー空気調和設備工事

リミットデザイン空気調和システム

∨.A.∨(間欠)システム
外気冷房システム

冷水温度制御

台 数 制 御

排熱回収システム(ショーケース)
省エネルギー機器の採用

設備コストの低減

省エネルギー管理システム

省エネルギー照明設備工事

省エネルギー

ミニマムコスト店舗

図13 省エネルギー店舗計画での設備計画 ミニマムコストとする

には,各種設計条件の見直L及び運転制御施策の実施が必要である｡

省エネルギー設計巷準,運転制御施策を設定してその効果を

把握した｡有効な制御施策の組合せ放び省エネルギー設計条

件を採用することにより,運転費39%の低減,設備建設照19

%の低i成が可能であることを確認できた｢)

今後は､店舗の各椎設備を総合監視制御する店舗総合省エ

ネルギー管f里システムの実用化,放び省エネルギーー設計其準

に基づいたローコスト設備工事の実施が望まれる｡図13に省

エネルキー形新店舗を実.呪するときの設イ掛二村する捻子州勺な

ぢ◆え方をホす.｡

亡l 結 言

空調システムシミュレータTACSSグ)概要とその適用事例

を挙げ,空気調和設備設計へのTACSSの適用方法と検一汁過

程について述べた｡TACSSは空気調和設備設計で,(1)イニ

シャルコストとランニングコストを‾考▲慮したトータルコスト

による経済比較,及び(2)空気調和設備各局決定についての最

適設計,更に(3)各権利御施策の実施での解析評価､が実現で

き,また設計の省力化を図るエンジニアリングツールとして

非常に有用なものである｡

今後,TACSSを活用し,新しい空調方式,新しい機器を

使用した場合の評価が,いっそう容易に実現できるようにメ

ンテナンスを重ね,更に各椎のビル形態に対する空気調和設

備計画･設計に適用できるように努めたい｡
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